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※インターネットを利用して注文した世帯のみを集計し、平均した１世帯当たりの支出額。

ネットショッピングの1カ月の支出額
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用ット率
3シ
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、
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し

て
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。
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ト
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。
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来月、自治体消防制度は

70周年を迎えます。

特集 住民とともに  消防力の強化

住民とともに
 消防力の強化

23

日
本
の
消
防
は
、
昭
和

年

月
3

7

　
日
に
施
行
さ
れ
た
消
防
組
織
法
に
よ
っ

て
自
治
体
消
防
の
原
則
に
基
づ
く
今
日70

の
制
度
が
確
立
し
、
今
年

月
に
は

3

周
年
を
迎
え
ま
す
。

消
防
制
度
の
確
立
以
来
、
火
災
の
予

　
防
・
消
火
、
救
急
、
救
助
は
も
と
よ
り
、

自
然
災
害
へ
の
対
応
や
国
民
保
護
ま
で

広
範
囲
に
わ
た
り
、「
国
民
の
安
心
・

安
全
」
の
担
い
手
と
し
て
、
消
防
は
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

消
防
庁
は
、
こ
れ
か
ら
も
国
民
の
皆

　
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
「
住
民
と
と
も
に
」
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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本
特
集
で
は
、「
平
成

年
版
消
防

　
白
書
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

「
住
民
と
と
も
に
消
防
力
の
強
化
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
下
、
消
防
庁
の
活
動
や

取
組
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

　
に
と
っ
て
の
「
消
防
力
」
と
は
何
で
あ

る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
「
消
防
力
」
を

強
化
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

29

「
平
成

年

月
九
州
北
部
豪
雨
」

7

　
で
は
、
猛
烈
な
雨
の
影
響
で
山
間
部
の

中
小
河
川
が
増
水
、
氾
濫
し
、
土
砂
崩

れ
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ37

り
、
福
岡
県
お
よ
び
大
分
県
で
死
者

29

11

人
、
行
方
不
明
者

人
（
平
成

年

4

月

日
現
在
）
の
人
的
被
害
が
発
生
し
、

2
住
家
な
ど
に
も
多
大
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
、
地
元
消
防
本
部
、

消
防
団
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
応
援
消
防

本
部
や
緊
急
援
助
隊
が
被
災
地
に
駆
け

つ
け
、
被
災
住
民
の
救
助
活
動
、
避
難

誘
導
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
分
県
で
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の

　
活
動
が

月

日
か
ら

日
間
に
わ
た

7

5

6

り
行
わ
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
、
1
0
0

9

隊
、
4
0
8
人
で
活
動
し
、

人
を
救

2

助
し
ま
し
た
。

月

日
に
は
、
日
田

7

9

市
で
の
捜
索
・
救
助
活
動
の
進
捗
を
踏

ま
え
、
消
防
庁
長
官
が
部
隊
移
動
を
求

め
た
こ
と
か
ら
、
佐
賀
県
大
隊
、
愛
知

県
大
隊
お
よ
び
熊
本
県
大
隊
は
、
大
分

県
か
ら
福
岡
県
へ
移
動
し
、
福
岡
県
で

捜
索
・
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
福

岡
県
で
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動

0

が

月

日
か
ら

日
間
に
わ
た
り

7

6

2

行
わ
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
1
7
0
隊
、

30

6
2
7
人
で
活
動
し
、

人
を
救
助
し

ま
し
た
。

被
害
の
あ
っ
た
福
岡
県
お
よ
び
大
分

　
県
で
は
、
各
消
防
団
が
、
住
民
の
避
難

誘
導
や
救
助
活
動
、
安
否
確
認
を
は
じ

め
孤
立
集
落
の
確
認
や
巡
回
活
動
な
ど
、

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
幅

広
い
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
日
田
市
に
お
い
て
は
、
巡
回

活
動
中
の
消
防
団
員

人
が
崩
土
に
巻

1

き
込
ま
れ
て
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。

本
災
害
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
内
閣

　
府
を
は
じ
め
関
係
省
庁
と
と
も
に
住
民

の
避
難
行
動
な
ど
に
関
す
る
現
地
調
査

を
行
っ
た
ほ
か
、
今
後
の
対
応
な
ど
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
訓
練

の
実
施
、
迅
速
な
情
報
把
握
の
た
め
の

水
位
計
な
ど
の
設
置
の
促
進
、
避
難
勧

告
な
ど
の
発
令
基
準
の
策
定
や
情
報
伝

達
手
段
の
多
重
化
な
ど
の
促
進
、
災
害

対
策
本
部
機
能
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
に
要
請
し
ま
し
た
。

ヘリコプターのホイストによる救助
（山口県消防防災航空隊提供）

河川の一斉検索の状況
朝倉市松末地区の被害状況

大
規
模
災
害
へ
の
対
応

9

平
成

年
７
月

2

九
州
北
部
豪
雨

1

消防庁の
最近の災害対応を
振り返って
みましょう！
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12

22

平
成

年

月

日
に
新
潟
県
糸
魚

　
川
市
の
ラ
ー
メ
ン
店
に
お
い
て
、
大
型

こ
ん
ろ
の
消
し
忘
れ
に
よ
り
出
火
し
、

焼
損
棟
数
1
4
7
棟（
全
焼
1
2
0
棟
、

22

半
焼

棟
、
部
分
焼

棟
）、
焼
損
床

5

面
積
約

万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
昭

3

51
和

年
の
山
形
県
酒
田
市
に
お
け
る
大

40

火
以
来

年
ぶ
り
の
市
街
地
に
お
け
る

大
規
模
火
災
（
地
震
を
原
因
と
す
る
も

29

16

平
成

年

月

日
、
埼
玉
県
三
芳

2

　
町
の
大
規
模
倉
庫
に
お
い
て
、
焼
損
床

面
積
約

万

千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
発

4

5

12

生
か
ら
鎮
火
に
至
る
ま
で
に
約

日
間

を
要
し
た
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
火
災
は
、
消
火
を
試
み
た
も
の
の
消

火
に
至
ら
ず
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
不

作
動
な
ど
に
よ
り
延
焼
が
拡
大
し
ま
し

た
。
在
館
者
全
員
が
屋
外
に
避
難
し
ま

し
た
が
、
こ
の
う
ち

人
が
初
期
消
火

2

の
際
に
負
傷
し
ま
し
た
。

消
防
庁
と
国
土
交
通
省
が
合
同
で
開

　

17

の
を
除
く
。）
が
発
生
し
ま
し
た
。

人
が
負
傷
（
一
般
人

人
（
軽
症

人
）、

2

2

15

消
防
団
員

人
（
中
等
症

人
、
軽
症

1

14
人
））
し
ま
し
た
が
、
死
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

消
防
庁
が
開
催
し
た
検
討
会
で
は
、

　
木
造
の
建
築
物
が
多
い
地
域
に
お
い
て

は
全
国
ど
こ
で
も
、
強
風
下
で
火
災
が

発
生
し
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
な
火
災

に
な
り
得
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
対

策
を
検
討
す
る
必
要
性
が
提
言
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
各
消
防
本
部
な

ど
に
対
し
、
危
険
性
が
高
い
地
域
の
確

認
・
指
定
、
火
災
防
ぎ
ょ
計
画
の
策
定

な
ど
に
つ
い
て
通
知
し
、
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
庁
で
は
、
小
規
模
飲
食

　
店
へ
消
火
器
設
置
を
義
務
づ
け
る
方
向

で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
連
動
型
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
市
町
村
に
対

し
、
住
民
に
よ
る
延
焼
防
止
な
ど
を
含

め
た
実
践
的
な
大
規
模
火
災
訓
練
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
通
知
し
、
取
組
を

促
進
し
ま
し
た
。

催
し
た
検
討
会
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
消
防
庁
か
ら
消
防
機
関
に
対
し
て
、

大
規
模
倉
庫
の
訓
練
指
導
な
ど
の
実
施

や
倉
庫
火
災
に
お
け
る
消
火
活
動
要
領

の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
通
知
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
別
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
取
組
を

促
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
消
防

防
災
体
制
の
充
実
に
向
け
、
大
規
模
火

災
な
ど
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
構
築
や
火
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

高
度
化
に
関
す
る
研
究
開
発
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■防火シャッターの閉鎖状況に応じた分類

埼
玉
県
三
芳
町
倉
庫
火
災

3

糸
魚
川
市
大
規
模
火
災

2

被災状況写真
（糸魚川市消防本部提供）

３階建てのビルよりもはるかに高い火柱
（糸魚川市消防本部提供）

商店街が焼け野原に（糸魚川市消防本部提供）

階
の
防
火
シ
ャッ
タ
ー

2

コ
ン
ベ
ヤ
に
よ
る
閉
鎖
障
害

階
の
防
火
シ
ャッ
タ
ー

2
階
の
防
火
シ
ャッ
タ
ー

3（
作
動
せ
ず
崩
落
）

物
品
に
よ
る
閉
鎖
障
害

閉
鎖
機
構
の
損
傷
に
よ
る

ず
れ
落
ち

階
の
防
火
シ
ャッ
タ
ー

3

火災時の建物の状況（2月16日12時頃）
（埼玉県防災航空隊提供）

1階端材室内部の状態

正面から 横から

閉
鎖
状
態
に
あ
っ
た
も
の

閉
鎖
障
害
が
あ
っ
た
も
の

作
動
を
し
な
か
っ
た
も
の
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情報支援に
ついての取組には
どんなものが
あるのか見て
みましょう！

災
害
時
な
ど
に
お
け
る

情
報
支
援
策
の
強
化

災
害
時
に
住
民
に
確
実
か
つ
迅
速
に

　
防
災
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
は
、
ひ

と
つ
の
手
段
に
頼
ら
ず
、
防
災
行
政
無

線
（
同
報
系
）、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
な

ど
の
複
数
の
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
伝

達
す
る
と
と
も
に
、
一
つ
一
つ
の
情
報

伝
達
手
段
を
強
じ
ん
化
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

情
報
伝
達
手
段
の
う
ち
、
防
災
行
政

　
無
線
（
同
報
系
）
は
、
屋
外
拡
声
子
局

に
設
置
し
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
戸
別

受
信
機
を
通
じ
、
避
難
場
所
、
防
災
拠

点
や
各
家
庭
に
お
い
て
、
直
接
防
災
情

報
を
取
得
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
と

な
っ
て
お
り
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
る
戸

別
受
信
機
は
、
豪
雨
時
な
ど
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
の
音
声
が
聞
き
取
り
づ
ら

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
以
下「
Ｊ

　
ア
ラ
ー
ト
」
と
い
う
。）
は
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
に
関
す
る
情
報
や
緊
急
地

震
速
報
、
津
波
警
報
、
気
象
警
報
な
ど

の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
お
よ
び
地

上
回
線
を
通
じ
て
全
国
の
都
道
府
県
、

市
町
村
な
ど
に
送
信
し
、
市
町
村
防
災

行
政
無
線
（
同
報
系
）
な
ど
を
自
動
起

動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
手
を
介
さ
ず

瞬
時
に
住
民
な
ど
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
関
す

る
情
報
な
ど
国
民
保
護
に
関
す
る
情
報

は
内
閣
官
房
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
、

津
波
警
報
、
気
象
警
報
な
ど
の
防
災
気

象
情
報
は
気
象
庁
か
ら
発
出
さ
れ
、
消

防
庁
の
送
信
設
備
を
経
由
し
て
全
国
の

都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
に
送
信
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
方
公
共
団
体
経
由
に

　
よ
る
情
報
伝
達
と
は
別
に
、
国
か
ら
携

帯
電
話
会
社
に
配
信
し
た
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

情
報
を
個
々
の
携
帯
電
話
利
用
者
に
メ

ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ

ー
ル
）
で
伝
達
す
る
ル
ー
ト
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

い
場
合
な
ど
に
極
め
て
有
効
な
情
報
伝

達
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
庁
で
は
、
総
務
省
総
合
通
信
基

　
盤
局
と
連
携
し
て
研
究
会
を
開
催
し
、

整
備
費
用
の
低
廉
化
な
ど
の
戸
別
受
信

機
の
普
及
促
進
方
策
を
取
り
ま
と
め
、

現
在
は
戸
別
受
信
機
の
機
能
に
係
る
標

準
的
な
モ
デ
ル
お
よ
び
仕
様
書
（
例
）

な
ど
の
検
討
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

国
・
地
方
公
共
団
体
の
警
戒
体
制
が

　

29

29

継
続
す
る
中
で
、
平
成

年

月

日

8

15

お
よ
び

月

日
に
北
朝
鮮
か
ら
発
射

9

さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
北
海
道
上
空

を
通
過
し
て
太
平
洋
に
落
下
し
た
際
、

12

北
海
道
な
ど

道
県
6
1
7
市
町
村

の
地
域
に
お
い
て
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

緊
急
情
報
を
伝
達
し
ま
し
た
。

29
月

日
の
事
案
で
は
、
対
象
地
域

8

　
す
べ
て
に
お
い
て
配
信
情
報
は
正
常
に

受
信
さ
れ
た
も
の
の
、
住
民
へ
の
情
報

伝
達
の
過
程
で
支
障
が
生
じ
た
地
方
公

24

共
団
体
が

市
町
村
存
在
し
た
こ
と
を

受
け
、
消
防
庁
で
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情

報
伝
達
に
お
け
る
不
具
合
の
解
消
対
策

を
取
り
ま
と
め
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
対
策
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
不
具
合
原
因
の
全
国
的
な
情
報

の
共
有
や
説
明
会
・
研
修
会
の
実
施
に

加
え
、
情
報
伝
達
手
段
の
自
動
起
動
の

確
認
な
ど
に
関
す
る
情
報
伝
達
訓
練
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

豪
雨
時
な
ど
屋
外
スピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
声
が

聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
の
対
策

1

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達
の
強
化

2

■全国瞬時警報システム（Jアラート）

地方公共団体ルート

気象庁
緊急地震速報
津波警報など

消防庁
送信システム

携帯電話会社

市町村の
庁舎など

自動起動装置

携帯電話
スマートフォン

エリアメール・
緊急速報メール

地上回線

防災行政無線 屋外スピーカー人工衛星

Jアラート受信機

戸別受信機
テレビ・ラジオ
インターネット

国民保護情報など

携帯電話会社ルート

緊急地震速報、津波警報など

LGWAN
インターネット

内閣官房

国民
保護情報など
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こ
れ
ま
で
、
全
国
各
地
で
地
震
や
風

　
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
、
多
く
の
消
防
団
員
が
出
動
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
消
防
防

災
体
制
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
、

消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
自
動
車
に
よ
る
救
急
出
動
件
数

　
は
近
年
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
傾
向
を
続

け
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
増
大
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、現
場
到
着
所
要
時
間（
1
1
9

　
番
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
隊
が
現
場

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
全

　
国
の
多
く
の
消
防
団
で
は
、
社
会
環
境

の
変
化
を
受
け
て
消
防
団
員
数
が
減
少

す
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
平
均
年

齢
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
増
加
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
到
着
す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
）
が

延
伸
傾
向
に
あ
り
、
救
命
率
に
影
響
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

消
防
が
抱
え
る
課
題

消
防
団
員
の
減
少
と
平
均
年
齢
の
上
昇

救
急
需
要
の
増
大

多言語翻訳機能付き
拡声器による多言語での
情報伝達など
入力音声などを指定した言語
に翻訳し、拡声する機能を
活用して、災害発生時などに
情報伝達

外国人来訪者や障害者などへの災害情報伝達・避難誘導の方策の例

多言語音声翻訳
アプリなどを活用した
多言語での情報伝達など
入力音声などを指定した言語に翻訳
し ,音声などで出力する機能を活用
して、災害発生時などに情報伝達

デジタルサイネージによる
情報伝達など
平常時は、施設において広告や観光情報などを表
示する画面として活用するが、災害発生時などには、
画面に詳細な災害情報や適切な避難方向などを表
示し、これらの情報を外国人来訪者などに伝達

スマートフォンアプリによる
多言語での情報伝達など
外国人来訪者などが、日常使用している
スマートフォンに専用アプリをインストール
することにより、災害発生時などに当該
携帯端末に適切な災害情報などを表示

フリップボードなどによる
情報伝達など
災害が発生した旨や避難の方向などを示
したフリップボードを使用して、外国人来
訪者などに情報伝達

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
外
国
人
来
訪

者
や
障
害
な
ど
様
々
な
特
性
が
あ
る
方

（
障
害
者
な
ど
）
が
駅
・
空
港
や
競
技
場
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
火
災
か
ら
の
避
難

な
ど
の
際
、
外
国
人
来
訪
者
や
障
害
者

な
ど
に
は
、
例
え
ば
日
本
語
音
声
だ
け

で
は
災
害
情
報
を
十
分
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
や
階
段
な
ど
が
あ

る
経
路
で
の
避
難
が
難
し
い
場
合
が
あ

る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

外
国
人
来
訪
者
や
障
害
者
な
ど
の
個
別

の
事
情
に
配
慮
し
た
災
害
情
報
の
伝
達

や
避
難
誘
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
現
場
に
お
け
る
外
国
人

　
に
対
す
る
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、「
電

話
通
訳
セ
ン
タ
ー
を
介
し
た
三
者
間
同

時
通
訳
に
よ
る
1
1
9
番
多
言
語
対

応
」、「
救
急
ボ
イ
ス
ト
ラ
」の
開
発
、「
外

国
人
向
け
救
急
車
利
用
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
、
全
国
消
防
本
部
で
の
活
用
を
促

進
し
て
お
り
ま
す
。

外
国
人
来
訪
者
や

障
害
者
な
どへの
配
慮

3

消防庁では、
平成29年度末までに

ガイドラインを策定し、2020年
東京オリンピック・パラリンピック
競技大会に向けて外国人来訪者や

障害者などに配慮した
情報伝達および避難誘導の

取組を促進する
予定です。

■消防団員の数と被雇用者化の推移

（備考）1「救急年報報告」により作成
2  右のグラフは、東日本大震災の影響により、平成22年および平成23年の釜石大槌地区行政事務組合消防本部および陸前高田市消防本部のデータを除いた数値により集計。

平成

昭和 平成

（年）

病院収容
所要時間（分）（万件） （隊）

現場到着
所要時間（分）

■救急自動車による救急出動件数および
　救急隊設置数の推移

■救急自動車による病院収容所要時間および
　現場到着所要時間の推移
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特集 住民とともに  消防力の強化

「消防力」の強化に  向けた活動メニュー
～関心あるもの、できるもの   からチャレンジしてみましょう～

消
防
団
員
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域

　
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

護
の
精
神
に
基
づ
き
活
動
す
る
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
災
害
時

に
は
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
消

火
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、

救
助
活
動
な
ど
を
行
い
、
平
常
時
に
は

火
災
予
防
や
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
な

ど
を
行
い
ま
す
。

  
普
段
は
企
業
な
ど
に
勤
務
す
る
被
雇

用
者
団
員
の
増
加
に
伴
い
、
総
務
大
臣

27

は
平
成

年
以
来
、
様
々
な
経
済
団
体

な
ど
に
対
し
て
、
消
防
団
活
動
に
対
す

る
事
業
者
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

企
業
な
ど
の
従
業
員
に
対
す
る
消
防
団

へ
の
加
入
促
進
お
よ
び
勤
務
の
免
除
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
取
得
な
ど
へ
の

配
慮
を
行
う
よ
う
依
頼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
庁
は
、
学
生
や
女
性
、

　
公
務
員
の
方
に
も
消
防
団
に
加
入
い
た

だ
け
る
よ
う
、
消
防
団
組
織
・
制
度
の

多
様
化
方
策
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す

、。

消防団に加入しよう！
～ただ今、消防団加入促進キャンペーン中～

28

平
成

年
に
お
い
て
、
全
国
で
発
生

　
し
た
火
災
の
件
数
は

万
6
8
3
1

3

件
、
総
死
者
数
は
1
4
5
2
人
で
し

た
。
そ
の
う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
9
8
7
人
で
、
全
体
の
約

割
を

7

占
め
て
お
り
、
住
宅
火
災
で
多
く
の
尊

い
生
命
が
失
わ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
住
宅
火
災
の
発
火
源
別
死
亡

　
者
数
を
み
ま
す
と
、「
た
ば
こ
」、「
ス

ト
ー
ブ
」、「
こ
ん
ろ
」
な
ど
が
多
く
、

私
た
ち
が
日
常
的
に
使
用
す
る
も
の
が

発
火
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

　
生
活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
ま
ず
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
ご
自
宅
に
設
置
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
作
動
す
る
か
ど
う
か
定
期

的
に
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

住宅用火災警報器が作動するか、定期的に確認しよう！

救
命
講
習
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き

　
に
住
民
が
家
族
な
ど
の
急
病
や
け
が
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
や
応
急
手

当
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
市
民
向
け
応
急
手
当

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
で

W
E
B
講
習
（
e-

は
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
好
き

な
時
間
に
応
急
手
当
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
最
終
テ
ス
ト
に
合
格

す
る
と
「
受
講
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
短
縮
講
習
を
行
う
消
防
本
部
で

は
、
こ
の
受
講
証
明
書
を
持
参
す
る
と

座
学
講
習
が
免
除
さ
れ
、
実
技
の
み
の

短
縮
講
習
を
受
講
す
れ
ば
救
命
講
習
を

修
了
し
た
も
の
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

、

救命講習や応急手当WEB講習に参加してみよう！

消
防
庁
で
は
、
緊
急
性
の
高
い
症
状

　
の
傷
病
者
に
で
き
る
だ
け
早
く
救
急
車

を
到
着
さ
せ
、
か
つ
、
住
民
が
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
医
療
機
関
を
受
診
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
取
組
と
し
て
、
電
話

相
談
窓
口
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

（
♯
7
1
1
9
）」
の
全
国
展
開
を
推
進

し
て
い
ま
す
（
※
）。
♯
7
1
1
9
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
医
師
・
看
護
師
・

相
談
員
が
対
応
し
、
病
気
や
け
が
の
症

状
を
把
握
し
て
、
傷
病
の
緊
急
性
や
救

急
車
要
請
の
要
否
の
助
言
、
受
診
手
段

の
案
内
、
医
療
機
関
案
内
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
に
よ
る
緊
急
度
判
定
を

　
支
援
す
る
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」
を
作
成
し
、配
布
し
て
い
ま
す

是
非
、「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
（
♯

7
1
1
9
）」
や
全
国
版
救
急
受
診
ア

プ
リ
「
Ｑ
助
」
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

。

電話相談窓口「♯7119」への相談や
救急受診アプリ「Ｑ助」を活用してみよう！
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一般市民向け応急手当 WEB講習
http://www.fdma.go.jp/kyukyukikaku/oukyu/index.html

全国版救急受診
アプリ「Ｑ助」

※平成29年12月現在、北海道札幌市周辺、宮城県、埼玉県、東京都、神奈川県横浜市、
大阪府内全市町村、奈良県、兵庫県神戸市、和歌山県田辺市周辺および福岡県で実施。

平成30年
消防団員募集ポスター

全国版救急受診アプリ

症状の緊急度を素早く判定 !!!
救急車を呼ぶ目安に !!!
症状の緊急度を素早く判定 !!!
救急車を呼ぶ目安に !!!

スマートフォン用アプリ 総務省消防庁「Q助」案内サイト
https://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
filedList9_6/kyukyu_app.html

消防庁では、住民の緊急度判定を支援し、利用できる医療機関や受診手段の情報を提供するため、緊急度判
定プロトコルver.２（家庭自己判断）をもとに全国版救急受診アプリ「Q助 きゅーすけ」を作成しました。

総務省消防庁

消防庁では、住民の緊急度判定を支援し、利用できる医療機関や受診手段の情報を提供するため、緊急度判
定プロトコルver.２（家庭自己判断）をもとに全国版救急受診アプリ「Q助 きゅーすけ」を作成しました。

平成29年
秋季全国火災予防運動ポスター

※１　住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。
　　　警報器の作動確認は、春秋の火災予防運動の時期に行うなど、定期的に実施してください。
※２　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーにお問合せください。
　　　なお、電池切れと判明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、
　　　本体内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくなることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

点検ボタンを押すか点検ひもをひっぱり、
定期的（※１）に作動確認をしましょう。

作動確認をしても警報器に反応
がなければ、本体の故障か電池
切れです。（※２）警報器の本
体または電池を交換しましょう。

● 定期的な作動確認

火災警報以外の警報が鳴った場合

本体の故障か電池切れです。
（※２）警報器本体を交換しま
しょう。

● 古くなったら交換

焼そば

焼そば

消防庁の
活動内容などについては、
「平成29年版消防白書」
に詳しく掲載されて
いるので、そちらを
ご覧ください。

平成29年版消防白書

URL http://www.fdma.go.jp/html/
　　　hakusho/h29/h29/index.html

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について
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【
熊
本
県
】 

相
村
良

さ
が
ら
む
ら

愛
を
テ
ー
マ
に

地
域
づ
く
り
を
進
め
る

相
性
が
良
く
な
る
村
」

「

十
と しま

島
すが

菅
わら

原
じん

神
じゃ

社
境内の池に10の島がある神社。合格祈願の
受験生が多く訪れる。国の指定重要文化財。

相
さが

良
らち

茶
ゃ

相良村産のお茶は農林水
産大臣賞を受賞した品質と
県内一の生産量を誇る。

みょうとばし

夫婦橋
村にはカッパの恩返しの伝説がある。川辺川
に架かる橋のたもとには夫婦のカッパ像が。

きただけじんじゃ

北嶽神社
狛犬ならぬ狛猿が参拝者を
迎える。鎮守の森には「夫
婦杉」と呼ばれる2本の杉
が寄り添う。

なが

永江
え

の
たい

太鼓
こ

踊
おど

り
干ばつの際、相良
藩の城主が雨乞い
を祈願した雨宮神
社。毎年秋の大祭
の際、奉納される。

恋人の丘
小屋が立つ眺望の良
い丘。ここで誓った愛
には永遠のカギが掛か
るとされ、「ハートロッ
クの丘」とも呼ばれる。

日
本
一
の
清
流
に
沿
っ
て

愛
に
ち
な
ん
だ
名
所
が
点
在

く

ま

熊
本
県
南
部
、
球
磨
郡
に
位
置

　す
る
相
良
村
に
は
豊
か
な
自
然
が

残
り
、
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
い
て

い
ま
す
。
村
の
中
央
を
流
れ
る
川

辺
川
は
、
国
土
交
通
省
の
調
査
に

8

1

年
度
調
査
以
来

年

よ
り
平
成
1

1

間
連
続
で
、
最
も
水
質
が
良
好
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
た
清
流
で
す
。

そ
の
流
域
に
は
昔
な
が
ら
の
水
田

や
畑
の
風
景
が
広
が
り
ま
す
。
特

産
品
は
米
や
お
茶
、
ク
リ
な
ど
。

7
0
0
年
に
わ
た
っ
て

か
つ
て

　こ
の
地
を
治
め
た
相
良
氏
は
険
し

い
山
に
囲
ま
れ
た
地
の
利
を
生
か

し
て
外
敵
の
侵
入
を
拒
み
ま
し
た

ま
た
伝
統
を
守
る
と
共
に
先
進
の

技
術
や
文
化
を
取
り
込
む
こ
と
に

、。

相
良
村
は
農
産
品
な
ど
村
の
資

　
産
の
価
値
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
統
一
感
を
持
た
せ
る

た
め
に
用
い
て
い
る
の
が
村
名
に

ち
な
ん
だ「
相
性
が
良
く
な
る
村
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
。

相
性
」
は
、
男
女
だ
け
で
な
く
、

親
子
、
友
人
、
事
業
者
同
士
の
関

係
な
ど
も
含
む
も
の
で
す
。

さ
ら
に
国
境
を
越
え
た
地
域
と

　
地
域
の
結
び
つ
き
も
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「

熱
心
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

村
名
は
旧
領
主
の
相
良
氏
に
由

　来
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

よ
う
ら

1
年
に
川
村
と
四
浦
村
が
合

昭
和
3

あ
い
た
ず
さ
携
え
て
良
く
な

併
す
る
際
、「
相

る
よ
う
に
」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

品
開
発
を

相
良
村
は
現
在
、
商

　進
め
る
事
業
者
同
士
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
、「
相
良
村

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
」
を
開
催
す

る
な
ど
、「
相
性
」
や
「
愛
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
村
内
に
は
夫
婦
橋
や

　夫
婦
杉
、
恋
人
の
丘
な
ど
愛
に
ま

つ
わ
る
名
所
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

「
く
さ
び
形
」
と
表
現
さ
れ
る
村

の
地
形
も
、
改
め
て
地
図
を
見
れ

ば
、
縦
長
の
ハ
ー
ト
の
形
で
す
。

総
務
省
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、

　
昨
年
、「
愛
の
聖
地
」
と
し
て
知

ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
セ
ン

ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と
姉
妹

都
市
の
提
携
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
絆
も
生
か
し
、
幸
福
の
き

　
っ
か
け
と
な
る
村
づ
く
り
を
進
め

村
民
の
幸
福
度
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
豊
か
な
村
づ
く
り
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

、

「
相
携
え
て
良
く
な
る
」
と
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
村
名

愛
を
テ
ー
マ
と
し
て

地
域
づ
く
り
を
推
進

相良村村長
德田正臣

取材・文／下境敏弘　撮影／島 誠

相良村 DATA
人口：4,554人（平成29年12月末現在）
面積：94.54㎢
村の木：茶　村の花：フクジュソウ
村の鳥：セキレイ
役場所在地：熊本県球磨郡相良村大字深水
2500-1（フランス共和国セント・ヴァレンタイン
村在日事務所）

相良村
ヴァレンタイン祭
昨年の第1回は愛のメッ
セージを書いた風船を飛
ばした。今年2月11日の
第2回はスイーツフェス
タ、ベストカップルグラ
ンプリなどを予定。

大
分
県

宮
崎
県

相良村 

熊本県

福岡県佐賀県

長崎県

鹿児島県

フクジュソウ
村
のけ
の
え
北
ぼ
西
し
にそびえる標高1302メートルの

仰烏帽子山の山肌に自生。春を告げる
村のシンボル。

さがら温泉茶
さ

湯
ゆ

里
り

宿泊施設や温泉、プールを備えた村の憩
いの場。年間の利用者数は約36万人。
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い
カ
ッ
プ
ル
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
は
、
決
勝
ス
テ

ー
ジ
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し

た
来
日
中
の
ベ
ト
ナ
ム

人
カ
ッ
プ
ル
が
優
勝
し
、

フ
ラ
ン
ス
行
き
の
ペ
ア
旅

行
券
を
手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
を
も
っ
て
相

　
良
村
は
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ

ン
村
の
在
日
事
務
所
と
し
て
認
め

ら
れ
、
同
村
の
訪
問
記
念
証
や
結

婚
承
認
証
を
発
行
で
き
る
よ
う
に
。

姉
妹
都
市
提
携
の
話
も
進
み
、
昨

11
年

月
、
パ
リ
の
日
本
国
大
使
公

邸
に
お
い
て
姉
妹
都
市
協
定
締
結

の
調
印
に
至
り
ま
し
た
。

村
は
「
現
代
の
赤
い
糸
で
あ
る

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
が
結
び
つ
け

た
両
村
の
交
流
を
深
め
、
観
光
振

興
な
ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、

人
事
交
流
を
通
じ
た
人
材
育
成
、

子
ど
も
た
ち
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
つ
な
げ
て
、
相
良
村
の
知
名
度

を
上
げ
た
い
、
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
産
品
や
素
材
を
生
か
し
て

村
の
宝
物
を
開
発
す
る
住
民
を
支
援

〈
地
域
資
源
で
商
品
開
発
〉

の相良村
取組 2

相
良
村
が
村
づ
く
り
を
進
め
る

　
中
、「
愛
」
に
関
係
す
る
自
治
体

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、

見
つ
け
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
首
都

パ
リ
の
南
2
0
0
キ
ロ
ほ
ど
に

あ
る
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン

村
で
す
。
恋
人
た
ち
を
守
護
す
る

聖
人
の
名
を
持
つ
こ
の
村
は
、
同

国
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
ー
ト
」
と
呼
ば

 

人

れ
ま
す
。
ま
た
人
口
約
3
0
0

な
が
ら
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

に
は
毎
年
、
世
界
か
ら

千
人
も

5

の
夫
婦
、カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
る「
愛

の
聖
地
」
で
も
あ
り
ま
す
。

相
良
村
か
ら
連
携
を
打
診
し
て
、

　
両
村
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

28

平
成

年
９
月
に
同
村
の
ピ
エ
ー

ル
・
ル
ッ
ソ
ー
村
長
を
招
く
と
、

相
良
村
の
山
や
川
の
景
観
に
感
銘

を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

昨
年

月
に
は
、
第

回
「
相

2

1

　
良
村
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
」
を
開

41

催
。

組
が
参
加
し
た
「
お
似
合

〈 現
代
の
赤
い
糸
で
結
び
つ
い
た

日
仏
の
村
が
紡
ぐ
愛
の
事
業

仏
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と
の
提
携
〉

の相良村
取組 1

木寺昌人駐フランス日本国特命全権大使の立会いの下、
パリの日本国大使公邸で姉妹都市協定締結の調印式が
行われた。

調印式に先立ち德田村長たちの親善使節団はセント・ヴァ
レンタイン村に3日間滞在し、交流を深めた。

シンガポールの大会で茶を点てる川上大和さん（上）。
村の高台に広がる川上製茶の茶畑（左）。

28

相
良
村
は
平
成

年
か
ら
、
講

　
師
を
招
い
て
商
品
開
発
会
議
を
開

き
、
相
良
ブ
ラ
ン
ド
の
新
商
品
の

コ
ン
セ
プ
ト
や
P
R
方
法
を
考

え
る
村
の
事
業
者
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
ア
イ
デ
ア
や
技

術
を
出
し
合
い
、
試
作
を
重
ね
ま

し
た
。
成
果
が
次
々
に
現
れ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
牧
野
さ
ん
ご
一
家
が

　
大
豆
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
地
下

1
2
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
く
み
上
げ

た
水
で
仕
込
む
こ
だ
わ
り
の
豆
腐

は
絶
品
で
す
。
村
に
U
タ
ー
ン

し
た
兄
と
妹
が
事
業
に
加
わ
り
、

創
作
豆
腐
料
理
の
店
「
か
す
み
さ

く
ら
」
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
豆
乳

や
湯
葉
の
料
理
、
豆
腐
で
作
っ
た

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
が
評
判
に
。

ま
た
清
ら
か
な
川
辺
川
に
魅
せ

　
ら
れ
て
移
住
し
、
川
漁
師
と
な
っ

た
ぞ
え副
雄
一
さ
ん
は
絵
の
腕
を
生

た
田

か
し
、
川
で
集
め
た
小
石
に
絵
を

描
く
ス
ト
ー
ン
オ
ブ
ジ
ェ
を
考
案

し
ま
し
た
。

 

「
9
0
0
年
近
い
歴
史
を
持
つ
と

さ
れ
る
相
良
茶
の
名
を
広
め
た

い
」
と
言
う
川
上
製
茶
の
川
上
誠

一
さ
ん
は
村
内
の
山
村
製
茶
と
組

み
、
互
い
の
茶
葉
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
お
茶
を
開
発
し
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
う
え
で
目

標
に
し
た
の
が
、
地
域
の
特
産
品

や
素
材
を
利
用
し
た
商
品
の
魅
力

を
競
う
「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
コ
ラ

ボ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
す
。
川
上
さ

10

ん
た
ち
の
お
茶
は
、
昨
年

月
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
外

国
人
が
審
査
す
る
「
に
っ
ぽ
ん
の

宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ
世
界
大
会
」
で

見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

「最高の川魚を育んで
くれる川辺川に日々
感謝しながら仕事をし
ています」と言う田副
さんとその作品。

牧野
やす

耕丈
とも

さんと妹
の恭子さん（上）。
「かすみさくら」の
豆腐料理（右）。

年「 保守産 相良700 が生んだ と進遺 取
本 の文
日 化」

領主による雨乞いで知られる
雨宮神社。

「相良700年」と称される長きにわたる統
治を行う中で「領主から民衆までが一体
となった村づくりの精神が形成され、社
寺や仏像群、神楽などをともに信仰し、
楽しみ、守る文化が育まれた。同時に進
取の精神をもってしたたかに外来の文化
を吸収し、独自の食文化や遊戯、交通
網が整えられた」──。相良村も申請者
となった人吉球磨地域のストーリーが平
成27年、日本遺産に認定されました。

井沢熊野座神社の本殿は3棟からなる春
日造り。

インターンシップ

都市の大学生が村に滞在し
体験したことを情報発信

日本遺産のストーリーを構成する相良村の文化財

相良ブランドの確立や観光振興などの村づくりを進めていくう
えで、外部の人たち、若い人たちの意見を取り入れようと相
良村は平成28年から首都圏の大学生を対象とするインター
ンシップを実施しています。大学生が村に1週間滞在し、様々
な体験をして、注目したポイントをインターネットなどで情報発
信するという地方創生・総合戦略に伴うプロジェクトです。
村を PRしてもらうだけでなく、大学生の目線で村の課題を抽
出してもらい、観光ニーズなどの分析を行う目的もあります。

昨年はヴァレンタイ
ン祭の時期、東京
の大学生たちが村
に滞在した。1週間
かけて村を知ること
で様々なことを発見
してもらえる。

未来塾生の杉本
和博さんご一家。
杉本さんは「米
の販路拡大のヒ
ントを得たい」と
未来塾に参加し
た。

地域づくりに関する講義
で講師陣と塾生同士が
真剣に意見を交わす。

「地方創生の主役は村民」と
捉える相良村は昨年、自ら行
動を起こす地域のリーダーを
養成するため、相良未来塾の
１期生を募集し、10月26日に
開講式と第１回の講義を行い
ました。塾長は早稲田大学名
誉教授の宮口侗

とし

廸
みち

さん。今後、
先進事例を視察する研修会も
予定しています。

地方創生の主役と
なる人材を育てる

uCol m
n　相良未来塾
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平成29年12月1日

「新４Ｋ８Ｋ衛星放送開始１年前セレモニー」
が開催されました

MIC NEWS 01

Ｂ
Ｓ
と
1
1
0
度
Ｃ
Ｓ
に
よ
る「
新

　

Ｋ

Ｋ
衛
星
放
送
」
が
、
本
年
（
平

4

8
30

12

成

年
）
の

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
放
送
の
開
始

年
前
に

1

　

12

当
た
る
昨
年

月

日
、
東
京
の
ホ
テ

1

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
、「
新

Ｋ

Ｋ
衛
星
放
送
開
始

年
前
セ
レ

4

8

1

モ
ニ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
：

 

放
送
サ
ー
ビ
ス
高
度

一
般
社
団
法
人

化
推
進
協
会
）

野
田
総
務
大
臣
が
来
賓
と
し
て
登
壇

　
し
、「
テ
レ
ビ
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
す
る
中
、
新

Ｋ

Ｋ
衛
星
放
送
が

4

8

視
聴
者
に
選
択
さ
れ
る
に
は
、

Ｋ
4

8

フィルタリングを活用して
インターネットを安全に使いましょう

～改正青少年インターネット環境整備法が本年2月1日に施行されました～

MIC NEWS 02

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ア
プ
リ
・
公
衆

　
無
線
L
A
N
経
由
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
が
普
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
整
備
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
携
帯
電
話
事

　
業
者
と
契
約
代
理
店
に
対
し
、
新
規
の

携
帯
電
話
回
線
の
契
約
時
お
よ
び
機
種

変
更
・
名
義
変
更
を
伴
う
携
帯
電
話
回

線
契
約
の
変
更
・
更
新
時
に
、
新
た
な

義
務
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

総務省　青少年の
インターネット利用環境整備

URL http://www.soumu.
go.jp/main_sosiki/joho_
tsusin/d_syohi/seishonen.html

Ｋ
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、

こ
の
放
送
の
視
聴
に
必
要
な
情
報
に
つ

い
て
十
分
な
周
知
・
広
報
を
行
う
こ
と

も
重
要
。
視
聴
者
目
線
で
の
普
及
に
向

け
た
取
組
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

Ｋ

Ｋ
推
進

4

8

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
任
命
式
も
行
わ
れ
、

野
田
大
臣
が
女
優
の
深
田
恭
子
さ
ん
を

任
命
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
放
送
開
始

に
向
け
た
周
知
の
取
組
の
紹
介
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

新4Ｋ8Ｋ衛星放送受信のためのお知らせ

携帯電話事業者と契約代理店の新たな義務

2月現在、この新しい放送を受信できるテレビ・チューナーは発売されていません。
今後発売が見込まれる、対応するチューナーを追加するか、対応するテレビなどにより視聴できます。

なお、現在放送されている地上デジタルテレビジョン放送（地デジ）とＢＳおよび110度ＣＳによるハイビジョン放送は、
新４Ｋ８Ｋ衛星放送の開始後も引き続き、現在お使いのテレビやアンテナなどで視聴できます。

新4K8K衛星放送コールセンター（ナビダイヤル：通話料視聴者負担）

TEL 0570-048-001 ※運用時間は、平日9:00～ 17:00
※一般電話からは市内通話料金でご利用いただけます。

※1　新4Ｋ8Ｋ衛星放送は現行の衛星放送とは異なる規格で放送されるため、視聴するためには、新しい規格に対応した受信機（テレビ、チューナーなど）が必要になります。その他、右旋・左
旋円偏波対応のアンテナや、分配器、分波器、ブースター、ケーブルなどに交換が必要な場合があります。→機器交換について詳しくは、下記「新４Ｋ８Ｋ衛星放送コールセンター」にお
問い合わせいただくか、（一社）放送サービス高度化推進協会（A-PAB）のホームページや同協会発行のリーフレットなどをご覧ください。　

※2　機器の接続には、HIGH SPEED（カテゴリー 2）に対応した HDMI ®ケーブルをご使用ください。HDMI®端子は HDCP2.2と4K60Hz入力に対応している必要があります。HDMIは、HDMI 
Licensing Administrator, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

新4Ｋ8Ｋ衛星放送を
視聴するには

保護者の皆さまは、
携帯電話の使用者が

１８歳未満の場合、その旨を
申し出て、フィルタリングを

利用しましょう！

フィルタリングの仕組み

¥

ON OFF

フィルタリングにより必要なサイトやアプリは許可し、不適切なサイトやアプリはブロックします。
また、利用時間の制限ができるサービスを提供する事業者もあります。

①青少年
 確認

契約締結者また
は携帯電話端
末の使用者が
18歳未満か確認
する。

③フィルタリング
　ソフトウェアや
　ＯＳの設定

②フィルタリング
　説明
●青少年有害情報を
　閲覧する恐れ
●フィルタリングの
　必要性・内容
を保護者または青少年
に対し説明する。

契約とセットで販売さ
れる携帯電話端末な
どについて、販売時
にフィルタリングを使え
るようにする。

有害情報や見た目では分かりづ
らい悪意の仕掛けがあるサイト
へのアクセスを防いでくれます。

フィルタリングを利用すると？

NTTdocomo、au(KDDI)、SoftBankが提供する「あんしんフィルター」は、
最初に年齢や使い方、判断力に応じて、４段階の中からフィルタリング
レベルを選びます。レベルの変更や、利用したいサイト・アプリごとの
許可などのカスタマイズが簡単にできます。

※格安スマートフォン（ＭＶＮＯ）の場合は事業者ごとにフィルタリングのサービス内容や費用が異なります。

フィルタリングソフトウェアの設定方法は？

1.グラフ
2.トラック

3.自販機 4.チップ
5.監視管理センター

6.スマホ 7.タブレット

8.受信障害の図

1.グラフ
2.トラック

3.自販機
4.チップ

5.監視管理
センター

6.スマホ
7.タブレッ

ト

8.受信障害
の図

と
今の4Ｋテレビ
4Ｋ対応テレビ
8Ｋ対応テレビ

BS・110度
CSアンテナ

（放送開始にあわせて、発売が見込まれています）

新4K8K
衛星放送対応のチューナーなど

に加えて
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！
の
た
」
し
携
ま
連
し
報
始
情
開
「る
を
け
用
お
運
に
格
度
本
制ーバンナイマ

MIC NEWS 03

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
て
行
政
機

関
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
す
る
「
情

報年

 

「
連11

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

る
情必

携月報要
13連が 」（
※
）

日
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し

携あ
っ 」た に

に書 よ類 つ（ い
り
、

て
、

マ
イ

平ナ
成ン
29バ

ー
が
記
載
さ
れ
た
申
請
書
な
ど
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
各
種
手
続
の

際
に
住
民
が
行
政
機
関
な
ど
に
提
出
す

住
民
票
の
写
し
、

課
税
証
明
書
、
生
活
保
護
受
給
者
証
明

書
な
ど
）
が
省
略
可
能
と
な
り
ま
す
！

MIC NEWS 04

　
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

総都
務市
省部
でに
は
、

暮
ら 「す ふ

一
定
の
期
間
、
地
域
に
滞
在
し
、
働
き

な
が
ら
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場

や
学
び
の
場
を
通
し
て
、
通
常
の
旅
行

で
は
味
わ
え
な
い
地
方
を
丸
ご
と
体
感

で
き
る
の
が
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
」
で
す
。

　
以
平上
成の
92申
年し
21込
月み
時が
点あ 若 るでり い さ3、 , 人1 と2, た ワ0 ち ー0

キが
、件

3
0
0

人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

！でトイサbeWはみ込し申お

lmth.
/
x

p
e

ト
j

d

イ
.o

n

サ
g
i/

ル
.

y
u
タ

a
m
ー

d
u
i

ポ

l
o
o

 ー
s
h
.
デ

g
w

n

リ
w
i

ホ

k
w
グ

ro
/
ン
/

w
:
キ
p
-

ー
t

o
t
ワ
h
ta

と

s

さ
L
u

る
R
ru

ふ
U
f

特別児童扶養手当証書

例

生活保護受給証明書

生活保護受給証明書

生活保護受給証明書

生活保護受給証明書

生活保護受給証明書

の類書

2※

な

課税証明書

課税証明書

課税証明書

課税証明書

健康保険証

課税証明書

課税証明書

能可

票

票

票

票

票

票

略

民

民

民

民

民

民

省

住

住

住

住

住

住

・

・

・

都道府県

都道府県

都道府県

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

市町村

先請申

請

請

申

申

の

の

入所支援

の
支給

請

請

請

（障害者総合支援法）

（障害者総合支援法）

（特別児童扶養手当等

申

法律）

申

申

る

の

の

の

請

請

の

す

特別児童扶養手当

ス

・

被保険者証交付

入居

申

申

対

ビ

（介護保険法）

（介護保険法）

（公営住宅法）

（児童福祉法）
障害児通所支援

る

の

減免

ー

に

す

医療費助成

の

サ

児

関

障害福祉

公営住宅

の

・

目

に

項

障害者

保険料

支給

請申

 特別児童扶養手当証書

雇用保険受給資格者証

特別児童扶養手当証書

雇用保険受給資格者証

特別児童扶養手当証書

例
生活保護受給証明書

生活保護受給証明書

生活保護受給証明書

の

児童扶養手当証書

児童扶養手当証書

児童扶養手当証書

類

１

書

※

な

課税証明書
課税証明書

課税証明書

課税証明書

課税証明書

１

能

※

可

票

票

票

略

民

民

民

省

住

住

住

）ど
実施機関

な

ク

・

支援機構

市

本学生

ー

都道府県
市町村

市町村

市町村

市町村

先

・

ワ

（都道府県

請

ー

の

申

ロ

日

保護

ハ

本学生支援機構法）

）

（児童手当法）

（生活保護法）

法

請

請

祉

申

福

申

の

請

支援法）

婦

の

支給

申
寡

の
認定

請

の

ど

に

（児童扶養手当法）

の

申

な

常生活支援事業
び

の

ど

介護休業給付金

の

幼稚園

請

請

並

て

（雇用保険法）

て

日

な

児童扶養手当

子

申

申

請

子育
っ

（独立行政法人

親家庭

父

の

の

申

た

び

児童手当

生活保護

の

や

・

目

当

及

も

項

保育園

奨学金

に

り

ど

子

請

利用

と

（子

母

申

ひ
日
（

。

、

い

は

さ

て

だ

い

く

つ

確認

に手続

ごず

る

必

す

をど

関

な

に

ジ

被扶養者

ーペムー

の

ホ

ぽ

、

ん

トッ

け

レ

、協会

フンパの

やど

行政機関

な健康保険組合
。の

・

も

、各地方公共団体

のみ見込
の
。

国共済、地共済、私学共済、一部
す

る

ま

な

り

と

な

以降省略可能

に
は

必要
に際

が
の

健康保険証
事務手続

月7年30

の
き

平成

個別
続引

（注）

  
  

　　

1
2

※
※

、

ク
ー

の
し

ー
バ

続
写

ワ
ン

手
の

ト
ナ

。
ッ

種
票
イ
ネ
す

各

マ
民

の
で

、

、
住

と
用
め

は

こ

（
た
専

と

う

類
の
で

」

行

書
ど
間
を

携

な
る

り
の

連

る
す

取
ど

報

す
出

り
な
と

情

や

提

関
能

「

の

に

機
可

る

報

ど

政
略

け
な

情
行
省

お
関

人
る
を

に
機

個
な
）

度

た

政

異
ど

制

い

行
な
、

ー

用

書
が

き

バ

を

明
民

づ

ン

ム

証
住

基

ナ

テ

税
に

に

イ

ス

課
法

際
マ

シ

）注（

）点時日31月11年92成平（例の類書な主な能可略省い伴に携連報情の度制ーバンナイマ

～日31月11年92成平

日21月11年92成平～

ら
添
か
の
Ｂ
ど
は
な
人
書
本
明
、
証
合
得

。
場
所

る
た
、

い
れ
て

は
ら
し

で
め
請

続
求
申
ら
手

で
か
の
Ａ
上

障
を
た

保
類
し

会
書
得
付
取

社

取
。
り
る
や
れ
を
図

情報
がど

で
な
間

省略
のＢ

の
と

、添付書類
Ａ、は号制度導入後

でとこるす
番
り

関係機関 A

関係機関 A

関係機関B

関係機関B

マイナンバー

本人

本人

給付

給付

申請

ねだ利便

各種
書類

！
の
す
ー
ま
デ
い
リ
て
ホ
し
グ
集
ン
募
キ
を
ー
者
ワ
加
とさ
参
るふ

非常に満足した
72%

23%
やや満足した

トーケンア者加参

?かたしまし
や

程度満足
体験ので

の
各場面
どにどな

の
対応
リホー

の
ワ
で
と

事務面
さるふQ

るあが

%

不満

1
やや

いなえい

%

も

3
とらちど

な
出
が
の
由
と

）

々
理

年生
ら
人
な
い
す
し

4
許

大学

新
が
に
間
（

上

。
時
以

す
。
た

ま
た
い

い
し
て

思
ま
っ

と
い
思

き
て
、

べ
れ
と

す
ふ
る

参加
あ
み
に
て

ひ
激
っ

ぜ

行
刺
、

に
や
も

際
い
と

実
会
く

の
流
観
交の

値
と
価
々

恵、

）
人

年生
な
知
々
の

1
様

大学

活
、
生
ど
（
な
の

。
さ
で

た
し
国

し
難
ま

雪
の
び

や
し
学
こ
味

を
お
の

と
町
」

こ
る
の

汁
よ
く

こ
に
多

っ
い
ら

ご
違
か

「

に
経

実際
い良も

、
て
は
と
ど
で
な
の
とこ
も
る
い
ま
な
）

泊
き

年生

に
で
中
験
2

の
体

大学

蔵
ば
に
れ
（。

め
け
た
な
た

し
か
の

ま

管理
働
り
で
な
造
の

と

麹
酒
験

すまいてい届が声なんこらか者加参

各種
書類

Email   chisei@soumu.go.jp

プー
は
ル
せ

TEL   03-5253-5523

グ
わ

創造
合い

力
問

総務省地域
地域政策課

おの他のそ
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AI政策について発言する
中央大学 平野教授
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「統計の日」の標語を募集しています！
募集期間：平成30年2月1日（木）～3月31日（土）

MIC NEWS 05

  誌
の
「
地
方
の
か
が
や
き
」
ペ

本
ー
ジ
の
取
材
で
熊
本
県
相
良
村

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
朝

時
頃
発
の

7

飛
行
機
で
羽
田
空
港
か
ら
２
時
間
か
け

て
熊
本
空
港
へ
飛
び
、
熊
本
空
港
か
ら

バ
ス
で
１
時
間
走
り
八
代
へ
。
さ
ら
に

八
代
か
ら
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
で

時
間
程
揺

1

ら
れ
て
人
吉
へ
向
か
い
ま
す
。

両
編

1

成
の
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
は
球
磨
川
沿
い
を
走

り
、
美
し
い
渓
谷
を
縫
っ
て
ど
ん
ど
ん

山
奥
に
入
っ
て
行
き
ま
す
。
人
吉
に
近

く
な
る
と
急
に
視
界
が
開
け
ま
し
た
。

15

人
吉
駅
か
ら
車
で

分
。
人
口

千
人

5

足
ら
ず
の
相
良
村
に
や
っ
と
到
着
で
す
。

取
材
で
は
、
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

　
相
良
村
の
方
々
の
地
域
へ
の
熱
い
思
い

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
お
こ

し
と
い
う
の
は
、
自
分
だ
け
儲
け
よ
う

と
か
、
自
分
だ
け
う
ま
味
を
得
よ
う
と

か
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
て
は
成
功

し
な
い
。
村
民
の
み
ん
な
が
、
自
分
た

ち
の
力
で
村
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
を
抱
き
、
協
力
し
合
っ
て

一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
山
奥
の
小
さ
な

村
の
大
き
な
「
か
が
や
き
」
を
記
事
か

ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

（
広
報
室

今
橋
）

　
　
　
　
　
　

　

近
年
の
人
工
知
能
（
A
I
）
技

　
術
の
飛
躍
的
な
発
展
は
、
生
産
性

の
向
上
や
社
会
課
題
の
解
決
に
寄

与
し
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
、
法
的
責
任
な
ど
幅
広
い

分
野
で
新
た
な
課
題
を
投
げ
か
け

て
い
ま
す
。

8

平
成

年

月
に
開
催
さ
れ
た

4

2

　
G
7
香
川
・
高
松
情
報
通
信
大
臣

会
合
に
お
い
て
、
日
本
は
Ａ
Ｉ
に

関
す
る
国
際
的
な
議
論
を
深
め
る

こ
と
を
提
案
し
、
各
国
も
こ
れ
に

賛
同
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年

月
の
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
の

9G
7
情
報
通
信
・
産
業
大
臣
会

合
で
は
今
後
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
O
E
C
D
）の
支
援
を
受
け
、

産
学
官
民
す
べ
て
の
関
係
者
が
会

し
て
議
論
を
深
め
、
人
間
中
心
の

Ａ
Ｉ
に
関
す
る
理
解
を
進
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

　

0

昨
年

月
に
O
E
C
D
と
総
務
省

1

の
共
催
に
よ
り
、フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
に
お
い
て
A
I
に
関
す
る
国
際

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
世
界

各
国
の
産
学
官
の
専
門
家
な
ど
を

一
堂
に
集
め
、A
I
の
発
展
・
普

及
が
社
会
経
済
に
も
た
ら
す
様
々

な
機
会
と
課
題
、
政
策
の
役
割
、

国
際
協
調
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
も

O
E
C
D
に
お
い
て
議
論
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
日
本
と
し
て
も
引
き
続
き
積

極
的
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

編 集 後 記

世 界 に
は ば た
総 務 省

く

AIに関する
国際カンファレンス（OECD・
総務省共催）をパリで開催

AIに関する国際カンファレンスの全体風景 

AI研究の現状について発表する
東京大学 須藤教授

冒頭挨拶を行う富永総務審議官

 広報誌「総務省」についての ご意見・ご要望は FAX 03-5253-5174
FAXまたは、電子メールでお寄せください メール kohoshi@soumu.go.jp

総務省政策統括官付統計
企画管理官室普及指導担当

TEL 03-5273-1144（直通）
メ ール toukeinohi@soumu.go.jp

● 小学生の部・ ・・・・・・小学校の児童
● 中学生の部・ ・・・・・・中学校の生徒
● 高校生の部・ ・・・・・・高等学校の生徒
● 一般の部・ ・・・・・・・・上記以外の学生および一般の方
● 統計調査員の部・・・統計調査員または登録調査員の方
● 公務員の部・・・・・・・各府省、都道府県、市区町村の職員

1．募集部門
［ メールの場合］ toukeinohi@soumu.go.jp

［ FAXの場合 ］ ０３-５２７３-１１８９
［ 郵送の場合 ］   
〒162-8668　東京都新宿区若松町19－１
総務省政策統括官付統計企画管理官室普及指導担当　宛

4．提出先

● 別添の応募用紙にて、１人５作品まで応募できます。
● 応募用紙以外で応募される場合は、次の記載事項を明記の上、
　応募してください。
　①部門、②お住まいの都道府県名、
　③氏名（ふりがな）、④所属・学校名（学年）、
　⑤電話番号、⑥標語（１人５作品まで）
　※一般の部：④は、記入不要です。
　※統計調査員の部：④は、「○○市統計調査員」などと記入してください。

●応募作品は、自作で未発表のものに限ります。

2．応募方法 ● 入選作品は、部門ごとに佳作１作品程度、そのうち、特に
　優秀な作品として特選１作品を決定します。
● 入選作品は、平成30年６月（予定）に発表します。
● 入選された場合、ご本人（または応募作品の取りまとめ部署な
　ど）にご連絡するとともに、総務省のホームページや広報誌な
　どにおいて、作品、名前、所属・学校名（学年）、都道府県
　名を発表します。

5．入選作品の決定・発表

入選作品の著作権は、総務省に帰属します。

7．著作権
● 小学生の部、中学生の部、高校生の部、一般の部は、総務省
　政策統括官室まで、メール、ＦＡＸまたは郵送にて提出してください。
● 統計調査員の部は、所属する都道府県または市区町村の統計
　主管課へ提出してください。
● 公務員の部のうち、各府省の職員は、職場の取りまとめ部署へ
　提出してください。
● 公務員の部のうち、 都道府県および市区町村の職員は、所属す
　る都道府県または市区町村の統計主管課へ提出してください。

3．提出方法

入選者には、表彰状および副賞を授与します。

6．表彰

※平成29年度の特選作品が活用されています。

平成29年度
「統計の日」ポスター

● 過去の特選作品
平成29年度「 統計が　教えて
くれる　地域力」
平成28年度「 統計の　確かな
情報　大きな安心」

過去の入選作品をご覧になり
たい方または応募用紙をダウン
ロードされたい方は、ホームペー
ジをご覧ください。

 http://www.soumu.go.jp/toukei_
toukatsu/info/guide/30 toukei _
hyougo.html
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